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序 

 

 運輸総合研究所ワシントン国際問題研究所では、2003 年から毎年、定点観測

的に、米国航空産業に係る様々なデータ分析を通じて、その現状と今後の展望に

ついて調査報告をしてきている。 

 米国の航空市場は、新型コロナウイルス感染症による影響から回復を遂げた

一方、航空会社を取り巻く経営環境は、以前とは大きく様相を異にしている。ネ

ットワークキャリアの経営は相対的に堅調に推移する一方で、2019 年まで順調

に成⾧してきた LCC が厳しい経営環境に直面している。 

パンデミック後、レジャー需要の拡大やプレミアム需要の伸⾧、人材採用競争

の激化といった市場環境の変化を背景に、LCC は運賃を十分に引き上げること

ができないまま、費用増に直面している。他方、ネットワークキャリアはプレミ

アム需要を取り込み、イールドの向上を通じて収益性を高めている。 

本報告では、米国航空産業の需給状況等に関する調査結果を基に、2024 年に

おける米国航空市場の需給状況や航空会社の損益状況等について解説する。あ

わせて、同国航空産業を巡る最新の動きを紹介し、今後の展望について考察する。 

 本調査が、読者各位の業務・研究の一助となれば大変な幸いである。 

 最後に、本書の作成を含め、当研究所の活動に対して⾧年にわたり全面的にご

支援を頂いている日本財団に対し、深く御礼を申し上げる。 
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